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当
館
で
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
し
て
い
る
「
赤
ち
ゃ

ん
の
手
形
を
作
ろ
う
」
と
い
う
催
し
を
、
今
年
も
５
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で
の
５
日
間
に
わ
た
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉
村
美

栄
子
山
形
県
知
事
も
来
館
さ
れ
、
手
形
を
取
る
様
子
を
ご
覧
に
な
っ

た
り
、
参
加
者
の
方
々
と
交
流
さ
れ
た
り
と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

ま
た
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
催
し
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
縄
文
時
代
の
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
「
手
形
・
足
形
付
き
土
製
品
」
で
す
。
乳
児
の
も

の
と
思
わ
れ
る
手
形
・
足
形
の
つ
い
た
土
製
品
が
各
地
の
縄
文
時
代

の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
り
、
本
県
で
も
、
縄
文
時
代
中
期
の
西
海
渕
遺

跡
（
村
山
市
）
か
ら
手
形
の
つ
い
た
土
製
品
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
の
人
々
が
、
そ
れ
ら
を
作
っ
た
理
由
は
何
な
の
か･･･

諸

説
あ
り
ま
す
が
、
当
館
で
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
お

守
り
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
つ
と
い
う
説
に
ち
な
ん
で
、
こ
の
催

し
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
な
か
で
人
々
は
折
に
ふ
れ
、
祈
り
を
捧
げ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
土
偶
や
神
像
、
仏
像
な
ど
の
、
祈
り
や
願
い
に
ま

つ
わ
る
資
料
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
ま
す
。「
赤
ち
ゃ

ん
手
形
」
も
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
祈
り
の
形
や
対
象
は
変
わ
っ
て

も
人
々
の
願
い
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
、
現
在
に
伝
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

▲手形をとる赤ちゃんと吉村知事

      　

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館

                                          　

 

学
芸
員　

齋
藤
久
美
子

 

赤
ち
ゃ
ん
手
形
今
昔



初
め
て
考
古
資
料
館
に
来

ら
れ
る
皆
様
に
は
、
美
術

品
と
併
せ
て
考
古
の
世
界

に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
、
こ
の
展
示
会
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　　
　展

示
予
定
作
家
：

　

菅
原
白
龍
、
村
田
閑
、

　

初
山
滋
、
武
井
武
雄
、

　

結
城
天
童
、
会
津
八
一

　

ほ
か

【
月
曜
日
・
祝
日
休
館
】

　

特
別
テ
ー
マ
展

特
別
テ
ー
マ
展

　
　
　
　

平
成
27
年
6
月
6
日(

土)

～
8
月
5
日(

水)

　

今
夏
、
高
畠
町
で
は
町

制
施
行
一
二
〇
周
年
・
町

村
合
併
六
〇
周
年
を
記
念

す
る
事
業
、「
た
か
は
た

美
術
館
」
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
同
展
は
、
町
内
の

資
料
館
な
ど
の
展
示
施
設

の
一
部
を
展
示
会
場
と

し
、
作
品
を
公
開
す
る
と

い
う
、
高
畠
町
初
め
て
の

企
画
で
す
。

　

考
古
資
料
館
は
第
二
会

場
と
し
て
皆
様
を
お
迎
え

し
、
山
形
出
身
の
画
家
菅

原
白
龍
の
未
公
開
作
品
四

点
を
含
む
、
日
本
画
家
や

書
家
の
作
品
二
〇
数
点
を

展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

開
館
以
来
初
め
て
、
考

古
資
料
で
は
な
い
資
料
が

当
館
に
展
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
皆
様
に
は
、
普

段
と
は
違
う
雰
囲
気
を
、

　

た
か
は
た
美
術
館 

～
考
古
資
料
館
に
日
本
画
？
～

　
　

「
災
害
と
祈
り
」

　
　

「
災
害
と
祈
り
」

▲ 下長橋遺跡　地鎮具

開
催
日
：　

8
月　

8
日(

土)

～　

9
月　

20
日(

日)

　

特
別
テ
ー
マ
展
「
災
害
と

祈
り
」
を
（
公
財
）
山
形
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
共

催
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

昨
今
、
大
き
な
災
害
が
多

発
し
、
そ
の
土
地
の
災
害
履

歴
が
再
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
遺
跡
か
ら
も
過
去
の
災

害
の
爪
痕
が
発
掘
さ
れ
、
そ

の
痕
跡
は
災
害
の
脅
威
と
共

に
、
災
害
を
乗
り
越
え
た
先

人
の
思
い
を
物
語
り
ま
す
。

　

歴
史
に
刻
ま
れ
た
様
々
な

災
害
の
痕
跡
、
そ
し
て
そ
の

困
難
に
向
き
合
っ
た
人
々
の

祈
り
を
紹
介
し
ま
す
。

火
山
噴
火

　

藤
治
屋
敷
遺
跡
（
山
形
市
）

　

馬
見
ヶ
崎
川
扇
状
地
外
縁

部
の
自
然
堤
防
上
に
広
が
る

遺
跡
で
す
。
古
墳
時
代
か
ら

各
時
代
に
わ
た
る
遺
構
・
遺

物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

九
一
五
年
の
十
和
田
噴
火

の
火
山
灰
と
、
朝
鮮
半
島
白

頭
山
の
火
山
灰
が
検
出
さ

れ
、
広
範
囲
に
及
ん
だ
火
山

噴
火
の
被
害
が
窺
え
ま
す
。

水
害

　

川
前
２
遺
跡

　
　
（
山
形
市
・
中
山
町
）

　

須
川
沿
い
に
営
ま
れ
た
古

墳
時
代
・
奈
良
平
安
時
代
の

集
落
で
す
。

　

水
害
で
埋
没
し
た
集
落
が

重
層
的
に
見
つ
か
り
、
治
水

祈
願
の
儀
式
跡
と
思
わ
れ
る

遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
度
重
な
る
洪
水
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
、
居
住
を
繰

り
返
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

地
震

　

下
長
橋
遺
跡
（
遊
佐
町
）

　

庄
内
平
野
の
北
、
鳥
海
山

麓
の
水
田
地
帯
に
位
置
し
、

古
代
の
官
衙
跡
と
考
え
ら
れ

る
規
則
的
な
建
物
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

   

地
震
で
変
形
し
た
遺
構
や

傾
い
た
柱
等
が
検
出
さ
れ
、

ま
た
地
震
後
の
地
鎮
祭
祀
の

跡
と
思
わ
れ
る
埋
納
遺
構
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

火
災

　

米
沢
城
跡
（
米
沢
市
）

　

中
近
世
の
建
物
跡
が
多
数

検
出
さ
れ
、
当
時
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
窺
え
る
生
活
用
具
が

多
数
出
土
し
ま
し
た
。

　

大
火
災
に
よ
り
被
災
し
柱

が
焼
け
た
状
態
の
建
物
跡

や
、
火
災
で
被
熱
し
た
陶
磁

器
な
ど
が
一
括
廃
棄
さ
れ
た

土
坑
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

▲ 「きつつき」村田閑



　

水
木
田
遺
跡
は
、
山
形
県

最
上
郡
最
上
町
に
所
在
し
、

向
町
盆
地
を
西
流
す
る
小
国

川
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立

地
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
三
年
に
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
中
期

の
竪
穴
住
居
跡
八
棟
、
土
坑

二
二
基
、
集
石
遺
構
二
基
、

配
石
遺
構
一
基
、
そ
れ
に
平

安
時
代
の
遺
構
が
若
干
検
出

さ
れ
、
遺
構
と
土
器
捨
て
場

か
ら
約
千
箱
の
遺
物
が
出
土

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
出
土
品
の
う
ち
、

縄
文
時
代
中
期
の
残
存
状
況

の
良
好
な
土
器
八
八
点
、
土

製
品
四
八
点
、
石
器
・
石
製

品
一
九
四
点
の
合
計
三
三
〇

点
が
平
成
二
三
年
六
月
二
七

日
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

土
器
は
縄
文
時
代
中
期
の

東
北
地
方
南
部
の
大
木
７
ｂ

式
土
器
を
中
心
と
す
る
比
較

的
時
間
幅
の
短
い
一
括
土
器

が
多
数
を
占
め
、
胴
長
の
深

鉢
形
で
頸
部
か
ら
口
縁
部
に

か
け
て
大
き
く
拡
が
る
大
形

な
優
品
が
多
く
、
遺
存
状
態

も
極
め
て
良
好
で
す
。
ま
た

関
東
地
方
の
五
領
ケ
台
式

や
、
東
北
北
部
の
円
筒
上
層

式
土
器
の
影
響
が
窺
え
る
土

器
も
あ
り
ま
す
。

　

土
製
品
に
は
山
形
県
西
ノ

前
遺
跡
出
土
品
と
類
似
し
た

土
偶
が
多
数
含
ま
れ
、
石

▲ 水木田遺跡土器出土状況

第
二
三
回
企
画
展

「
重
要
文
化
財 

水
木
田
遺
跡
展
」

平
成
27
年
10
月
1
日(

木)

〜
11
月
29
日(

日)

催
し
物
の
ご
案
内

　
　

今
後
の
催
し
物
で
す
。
興
味
の
あ
る
も
の
が

　

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

                      

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

◇
特
別
テ
ー
マ
展　
　
　
　

6
月
6
日

（土）
〜
8
月
5
日

（水）

　

◇
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
！
6
月
13
日

（土）
・
12
月
12
日

（土）

　

◇
古
代
風
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
！　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
月
20
日

（土）
・
12
月
19
日

（土）

　

◇
遺
跡
の
旅　
　
　
　
　
　

6
月
27
日

（土）
・
28
日

（日）

　

◇
考
古
学
入
門
講
座
1　
　

7
月
5
・
12
・
19
・
26
日

（日）

　

◇
た
か
は
た
美
術
館　
　
　

８
月
８
日

（土）
〜
９
月
20
日

（日）

　

◇
勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
月
8
日

（土）
・
11
月
3
日

（祝）

　

◇
第
23
回
企
画
展　
　
　
　

10
月
１
日

（水）
〜
11
月
29
日

（日）

　
　

企
画
展
記
念
講
演
会　

    

11
月
15
日

（日）

　

◇
秋
の
遺
跡
め
ぐ
り　
　
　

10
月
4
日

（日）

　

◇
第
17
期
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

10
月
11
・
25
日
・
11
月
8
日

（日）

　

◇
考
古
資
料
検
討
会　

        

2
月
7
日

（日）　

器
・
石
製
品
は
、
石
鏃
・
石

匙
な
ど
の
剥
片
石
器
、
磨

石
・
凹
石
な
ど
の
礫
石
器
が

主
体
で
、
狩
猟
や
堅
果
類
の

加
工
な
ど
、
当
時
の
生
業
を

知
る
う
え
で
重
要
で
、
そ
の

学
術
的
価
値
は
極
め
て
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
指
定
品
が
本

館
に
移
管
さ
れ
る
の
を
期

に
、
平
成
二
七
年
度
の
企
画

展
と
し
て
皆
様
に
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
多
く
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

四
月
よ
り
、
秦 

昭
繁
、
福
島 

茜
に
代
わ
り
ま
し
て
、

伊
藤 

純
子
、
片
山 

眞
尊
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
新
体

制
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

▲ 水木田遺跡出土土器



　
　

弥
生
時
代

　
　
　
　

●
南
陽
市　

百
刈
田
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
33
）

長
頸
壷 

置賜遺跡めぐり（39）  
観
音
岩
洞
窟
遺
跡

観
音
岩
洞
窟
遺
跡

高
畠
町
二
井
宿
●
縄
文
時
代
～
弥
生
時
代

高
畠
町
二
井
宿
●
縄
文
時
代
～
弥
生
時
代

　　

今
回
ご
紹
介
す
る

「
観
音
岩
洞
窟
遺
跡
」

は
、
高
畠
町
北
部
の
二

井
宿
地
区
大
洞
の
山

中
、
標
高
三
五
〇
メ
ー

ト
ル
の
所
に
あ
り
ま

す
。
観
音
岩
洞
窟
遺
跡
の
あ

る
大
洞
山
（
お
お
ほ
ら
や
ま
）

は
、
全
山
第
三
紀
中
新
世
の
凝

灰
岩
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
長
年
の
風
触
や
河

川
の
浸
蝕
に
よ
っ
て
奇
岩
・
怪

岩
を
生
み
、
緑
の
樹
木
に
覆
わ

れ
て
、
至
る
所
に
洞
窟
や
岩
陰

を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
評
定
岩
、
天
狗
岩
、
屏

風
岩
、
夫
婦
岩
、
塩
吹
き
岩
と

名
づ
け
ら
れ
た
岩
窟
が
散
在
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
岩
上
や
岩

窟
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期

に
か
け
て
地
元
の
戸
田
半
七
氏

に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
三
十
三
観

音
や
昭
和
に
な
っ
て
製
作
さ
れ

た
十
三
仏
な
ど
が
安
置
さ
れ
て

お
り
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
々

に
よ
っ
て
霊
場
と
し
て
、
大
切

に
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

　

初
め
て
の
学
術
調
査
は

一
九
五
七
年
山
形
大
学
教
授
柏

倉
亮
吉
氏
を
団
長
に
「
山
形
新

聞
高
畠
遺
跡
学
術
調
査
団
」
が

結
成
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
講
師

直
良
信
夫
氏
の
指
導
の
下
、
行

わ
れ
た
調
査
で
は
、
約
三
十
の

遺
物
出
土
地
点
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
中
で
も
大
規
模
で
、

出
土
遺
物
の
多
か
っ
た
場
所

は
、
観
音
岩
Ⅰ
洞
、
通
称
十
三

仏
洞
で
す
。
斜
め
に
口
を
あ
け

た
巨
大
な
岩
の
下
に
十
五
畳
ほ

ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

観
音
岩
Ⅰ
洞
よ
り
山
手
へ
十
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
た
観
音
岩

Ⅱ
洞
、通
称
千
畳
敷
岩
洞
窟（
評

定
岩
）
で
も
多
数
の
遺
物
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
土
遺
物
は
、
縄
文
時
代
の

早
期
か
ら
弥
生
時
代
ま
で
の
各

時
期
に
わ
た
り
ま
す
が
、
特
に

縄
文
晩
期
の
終
末
期
大
洞
A'
か

ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
の
も
の

が
多
く
、
土
器
は
破
片
の
み
で

し
た
が
、
壺
、
鉢
、
甕
、
台
付

鉢
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま

た
、
多
く
の
貝
類
や
骨
角
な
ど

の
動
物
遺
存
体
も
発
見
さ
れ
、

貝
製
の
鏃
や
骨
片
を
尖
ら
せ
た

鏃
、
紡
錘
車
、
磨
製
石
斧
な
ど

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
折

に
出
土
し
た
遺
物
の
大
半
は
当

館
に
展
示
、
収
蔵
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

水
田
稲
作
を
経
済
の
主
体
と

し
、
人
口
増
加
の
途
上
に
あ
っ

た
弥
生
時
代
の
人
々
が
、
山
腹

の
洞
窟
、
岩
陰
な
ど
に
居
を
構

え
て
い
た
の
は
、や
は
り
狩
猟
、

採
集
な
ど
縄
文
時
代
の
生
活
を

継
承
し
て
き
た
東
北
型
弥
生
文

化
の
特
色
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
謎
の

多
い
魅
力
的
な
遺
跡
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
二
井
宿
地
区
に
は
永

禄
元
年
七
月
に
創
建
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
る
大
社
神
社
や
義
民

高
梨
利
右
衛
門
酬
恩
碑
な
ど
見

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
新
緑
の
こ
ろ
二
井
宿
の
歴

史
を
肌
で
感
じ
る
旅
に
出
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　

百
刈
田
遺
跡
は
縄
文
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
長
い
間
断
続
的
に

営
ま
れ
た
遺
跡
で
す
が
、
こ
の
壷

は
弥
生
時
代
中
期
の
お
墓
か
ら
出

土
し
ま
し
た
。

　

葬
送
に
か
か
わ
る
道
具
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、頸
部
に
は
小
渦
文
、

胴
部
に
は
渦
文
や
縄
文
が
施
さ
れ

た
と
て
も
美
し
い
壷
で
す
。

　

昨
年
度
の
企
画
展
「
弥
生
時
代

の
山
形
」
図
録
の
表
紙
を
飾
っ
た

一
品
で
、
今
年
度
か
ら
、
当
館
で

常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

▲ 十三仏

▲ 観音岩洞窟遺跡


